






 

 乳児閉塞性黄疽の合併症としてみられるくる病,あるいは出血傾向は,本症の

患児を管理してゆく上で重要な問題として近年見なおされてきている。今回わ

れわれは,その脂溶性ビタミンの吸収に大きな役割を果たしている胆汁酸とこ

れらの合併症,また,肝組織像および肝機能との間にいかなる関係があるのかを

検討した。 


